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令和５年(2023年)度事業報告書及び決算報告書 

Ⅰ　 事業報告書 

 

 

１　 理事会 

○第30回 (通算第98回) 

開催日 2023年5月12日(金) 

出席理事 9人　 出席監事 1人 

議決事項 1．令和4年(2022年)度事業報告及び決算報告について 

  2．第13回評議員会の召集について 

 

○第31回 (通算第99回：みなし決議に関する第31回理事会） 

開催日 2023年5月24日(水) 

理事全員からの書面による決議 

議決事項 1．公益財団法人神奈川文学振興会の代表理事選任について 

  2．公益財団法人神奈川文学振興会の業務執行理事の選任及び副理事長、専

 務理事の選任について

 

○第32回 (通算第100回) 

開催日 2024年3月12日(火) 

出席理事 10人　 出席監事 1人 

議決事項 1．令和５年(2023年)度予算の補正について 

  2．令和６年(2024年)度事業計画及び予算について 

  3．理事長の退任と新理事長(代表理事)の選任について 

 

２　 評議員会 

○第13回 (通算第73回) 

開催日 2023年5月24日(水) 

出席評議員 8人 

議決事項 1．令和4年(2022年)度事業報告及び決算報告について 

   2．評議員の改選について

   3．理事、監事の改選について
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３  指定管理事業 

(1)  文学資料の収集・整理・保存及び公開 

○寄贈 

     図　　書　　　　　  2,853冊 

     雑　　誌　　　　　  3,012冊 

     特別資料　　　 　   7,670件

　　  　計 　　　　　  13,535冊(件)　　　　寄贈者　810名 

 

＜2023年度寄贈の主なもの＞ 

岸宣夫氏 堀田善衞文庫追加として、『堀田善衞全集』関連の大江健三郎｢優情｣｢典型的人 

  間、典型的文学者｣原稿、岡本太郎｢清輝と私｣原稿など80点。 

清水慎弥氏 いぬいとみこ資料追加として｢アンズホテルとアリのポンス｣ほか原稿、｢木かげの家

  の小人たち｣ほか草稿、創作メモ、日記、執筆・関連切抜、著書、写真など500点。 

中村深樹氏 故・松本亮氏旧蔵の金子光晴画｢春画帳｣など3点。 

古井睿子氏 古井由吉資料として｢槿｣｢雨の裾｣｢男たちの円居｣｢親｣｢この道｣｢栖｣｢聖耳｣｢辻｣ 

  ｢白髪の唄｣｢聖｣など代表作を含む原稿、大学卒業論文、 修士論文、語学ノート、

  江藤淳、 河野多恵子、後藤明生、田久保英夫、埴谷雄高、藤枝静男ほかの古井 

  宛書簡、写真、遺品のパイプなど550点。 

松島日登美氏 小沢信男｢七夕日記｣ほか原稿、丸山薫｢海早春｣詩稿、小沢を描いた南伸坊らに 

  よるイラスト原画、小沢宛岩橋邦枝、岡本潤ほか書簡など600点。 

三留正氏 寄託となっていた夏目漱石｢道草　 二十五｣｢明暗　 八、十、十一｣草稿、書｢仰臥 

  看大空｣、菅虎雄、鬼村元成ほか宛書簡、中喜ネル店の雑誌創刊にあたり揮毫し 

  た祝字と同店宛書簡など10点。 

黒田薫氏 故・川崎芳太郎氏が編集していた児童文学雑誌｢はなかご｣関連の高村光太郎 

  ｢約束｣など原稿、高村、小川未明ほかの川崎氏宛書簡など19点。 

岩阪恵子氏 清岡卓行資料の追加として、大江健三郎、大岡信、ドナルド・キーン、清水徹、高 

  橋英夫、那珂太郎ほかからの書簡155点。 

蝦名則氏 井上剣花坊、二葉亭四迷らの祝字を含む中喜ネル店関連資料31点。 

故･蝦名火見子氏 夏目漱石の橋口貢宛自筆絵はがき1通。 

前川佐重郎氏 前川佐美雄資料として、『植物祭』ほかの草稿、原稿、自筆資料、書画、中原中也

   ほかの前川宛書簡、雑誌｢オレンヂ｣｢日本歌人｣など550点。

今村夏子氏 庄野潤三文庫追加として、『鍛冶屋の馬』原稿、庄野夫妻の今村氏宛書簡、写真 

   など1,600点。

森川那智子氏 橋本治文庫追加として、橋本の森川氏宛書簡など26点。 

堀田百合子氏 堀田善衞文庫追加として、草野心平画｢堀田善衞勉学之図｣、手入れ訂正本など 

  27点。 

久保義信氏 高橋新吉｢音｣ほか原稿、阿部昭、大江満雄、小川国夫、島尾敏雄、高橋新吉、埴

  谷雄高ほかからの書簡、網野菊、安東次男、大江満雄、小川国夫、加藤楸邨、高

  橋新吉、山室静らの書、池田満寿夫画｢涙｣など290点。 

谷優氏  大庭みな子資料として、｢三匹の蟹｣｢ふなくい虫｣ほか原稿、岩橋邦枝、小島信夫、 

  瀬戸内晴美、高橋たか子ほかからの書簡、著書など2,600点。 

吉屋幸子氏 吉屋信子文庫追加として、｢底のぬけた柄杓｣｢空の彼方へ｣｢徳川の夫人たち｣｢女

  人平家｣｢屋根裏の二処女｣ほか原稿、日記、信子、岡本かの子、高浜虚子、中村 

  汀女、星野立子らの俳句短冊、藤田嗣治画吉屋信子像、遺書、写真、著書、執筆
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  誌など550点。 

故・小池晃氏 小池氏宛山川方夫書簡など23点。 

菅木志雄氏 富岡多恵子の原稿、絵画、写真、著書など270点。 

大岡かね子氏 大岡信資料追加として、『記憶と現在』｢折々のうた｣ほかの草稿、原稿、エリュアー 

  ル詩の翻訳原稿、詩稿ノート、同人誌｢鬼の詞｣など800点。 

石橋正彦氏 川端康成書｢美しい日本｣軸１点。 

鰀目耕太氏 中野重治資料追加として、中野の手帳、中野宛佐藤春夫、高村光太郎、滝井孝作、 

   堀辰雄、結城哀草果書簡、国木田独歩宛幸徳秋水書簡など91点。

三好亨氏 三好豊一郎の詩稿、書、三好宛鮎川信夫、岡崎清一郎、黒田三郎、那珂太郎、中

  桐雅夫、村野四郎ほか書簡、三好豊一郎詩画集｢黙示｣、詩画集｢あんま｣、細江 

  英公『鎌鼬』、新輯版『薔薇刑』内容見本など230点。 

藤谷道夫氏 藤谷氏宛須賀敦子書簡、ダンテ｢神曲 地獄編｣下訳ノートなど須賀敦子関連資料

  50点。 

松井洋一郎氏 森田草平宛夏目漱石書簡、小宮豊隆書など4点。 

 

　○購入 

      図　　書　　　　      337冊 

      雑　  誌　　　　    1,163冊 

      特別資料    　　  35件

　　     計   　　　   　 1,535冊(件) 

 

＜2023年度購入の主なもの＞ 

特別資料      金子光晴『よごれてゐない一日』詩稿、｢六道｣詩稿、井伏鱒二の安成二郎、

細田源吉、桂又三郎ほか宛書簡、鈴木秀太郎宛安部公房書簡、｢世紀画集一｣

ほか 

図　　書      広津柳浪『心中二つ巴』(M34)、湯浅半月『半月集』(M35)、田村俊子『彼

女の生活』(T6)、宮嶋資夫『第四階級の文学』(T11)、広津和郎『隠れ家』

(T12)、葉山嘉樹『海に生くる人々』(T15)、『唱歌大事典』(H30)、『草野心

平研究資料集』全3冊(R5)ほか 

雑　　誌      ｢アルト｣(S3～4)、｢風見の鶏｣(S7)、｢現代詩文｣(T2)、｢講談倶楽部｣(T1～S7)、

｢黒耀｣(T1～2)、｢今日の詩｣(S6)、｢詩集下丸子｣(S26)、｢小学女生｣(T11)、

｢少年少女｣(T13～15)、｢小令女｣(T15)、｢新興文学｣(T12)、｢世紀ｎｅｗｓ｣

(S25)、｢世紀ニュース｣(S24)、｢前線｣(S6)、｢婦人くらぶ｣(T9～S7)、｢ＢＥ

Ｋ｣(S25)、｢万華鏡｣(S2)、｢曼陀羅｣(T6)、｢令女界｣(S13～15)、｢労農文学｣

(S8)、｢若草｣(T15～S23)ほか 

○所蔵状況  

      図　　書　　　　　512,208冊 

      雑　　誌　　　　　555,607冊 

      特別資料　　　　　248,925件

　  登録資料小計  　　1,316,740冊(件) 

　  未登録資料 　   　 約 9,000冊(件)

　　     計　　　   約1,326,000冊(件)    *登録資料は閲覧が可能です。 

　  寄託資料         12人 3,861件 
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○電算入力  (2023年度)       (累計) 

　図　　書   　   3,498冊       500,705冊　(登録資料の97.8%) 

　雑　　誌   　   5,504冊       547,404冊　(登録資料の98.5%、タイトル22,909誌) 

　特別資料  　    3,736件       242,242件　(登録資料の97.3%)

 　　計     　   12,738冊(件) 1,290,351冊(件) 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊登録資料のうち、電算未入力分は手書き台帳による登録。 

 

　 ○整理済点数 (2023年度) (累計) 

　図　　書        2,043冊       189,266冊　(登録資料の37.0%) 

　雑　　誌        5,504冊       545,724冊　(登録資料の98.2%) 

　特別資料        1,103点     　128,713点　(登録資料の51.7%)

     計           8,650点       863,703点(件) 

 

○その他の入力 

◇雑誌91誌1,734冊について各冊データの特集名を入力。 

◇移管用の受入保留雑誌286冊について各書誌を入力。 

◇寄託資料受入データ3点について書誌を入力。 

◇資料画像データ16,260件を作成。 

 

○閲覧室の利用状況 

◇利用者数   6,519人(開室日数293日　一日平均22.2人) 

◇レファレンス件数  199件 

◇複写サービス         736件  25,359枚 

 

○特別資料の利用 

◇資料の閲覧  228件  6,628点 

◇資料の貸出  15件  　188点 

 (高志の国文学館｢富山新聞創刊100年記念　ドナルド・キーン―世界から見た日本文 学

展｣ほか類似施設の特別展など) 

◇写真の撮影  30件  　341点 

◇写真の貸出  76件  1,082点 

 

 ○特別資料データのネット公開

原稿、自筆資料、書簡など2022年度の受入データのうち2,062件が新たにインターネットで検索可

能となりました。 

特別資料検索利用登録者 140人(累計2,781人) 

 

○国立国会図書館への所蔵データ提供 

国立国会図書館が主導する｢国立国会図書館サーチ｣のリニューアルに伴い、図書書誌データの

再投入を行いました。 

 

○｢中島敦直筆資料デジタルアーカイブ｣の公開 

中島敦の直筆資料498点をインターネット上で自由に閲覧できる｢中島敦直筆資料デジタルアー

カイブ｣を12月1日に公開しました。 
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(2)  資料の複製 

○館蔵資料の中から複製を作製しました。 

 ＜作製資料＞

　 中島敦｢蠱疾｣(｢かめれおん日記｣)原稿、中島敦 南洋の日記、中島敦 横浜高等女学校退職届

 (断片四十九)

 

(3)  神奈川近代文学館ホームページの公開 

○アクセス数 343,391件 

 

(4) 展覧会の開催 

○特別展 ｢生誕120年 没後60年　 小津安二郎展｣ 

日本の文化や社会状況を背景に、家族の日常、人生の悲哀などを、練り上げた脚本と独自の撮影技法に

よって、細部にまでこだわり表現した映画監督・小津安二郎。その生涯とともに小津映画の変遷を辿り、

戦後は鎌倉に住み、脚本を湘南の旅館・茅ヶ崎館で執筆するなど、ゆかりの深い神奈川県に残した小津

の足跡にも焦点を当てました。B5判64頁の解説図録を作成して頒布しました。 

会期・日数 4月1日(土)～5月28日(日)　 　 51日間 

編集協力 築山秀夫 

特別協力 オフィス小津、松竹株式会社 

協力 鎌倉文学館、公益財団法人川喜多記念映画文化財団、公益財団法人江東区文

化コミュニティ財団 江東区古石場文化センター 

後援 ＮＨＫ横浜放送局、ＦＭヨコハマ、神奈川新聞社、ｔｖｋ 

協賛 筑摩書房、京急電鉄、相模鉄道、東急電鉄、横浜高速鉄道、 

  神奈川近代文学館を支援する会 
サ ポ ー ト

広報協力 ＫＡＡＴ 神奈川芸術劇場 

観覧者数 12,416人(1日平均243人) 

 

○企画展 ｢本の芸術家・武井武雄展｣ 

2011年に平尾榮美氏から当館に寄贈された1,800点にのぼる武井の刊本作品と稀覯本を中心とするコレク

ションからの資料に加え、イルフ童画館所蔵の原画なども展示し武井の足跡をたどりました。全刊本作

品を年代順に一覧できるリーフレット(A4判８頁)を作成し、会場で観覧者に無料配布しました。 

会期・日数 6月3日(土)～7月23日(日)　 　 45日間 

特別協力 イルフ童画館、岡谷市 

後援 一般社団法人日本児童出版美術家連盟、ＮＨＫ横浜放送局、ＦＭヨコハマ、神奈

川新聞社、ｔｖｋ 

協賛 東急電鉄、横浜高速鉄道 

  神奈川近代文学館を支援する会 
サ ポ ー ト

広報協力 ＫＡＡＴ 神奈川芸術劇場 

同時開催 常設展｢文学の森へ 神奈川と作家たち｣ 第3部－太宰治、三島由紀夫から現代ま

で 

観覧者数 5,136人(1日平均114人) 

 

○企画展 ｢『おまけ』と『ふろく』展　 子どもの夢の小宇宙｣ 

常に流行をいち早く取り込んで少年少女の夢と憧れをかきたて、現代にいたるまでは独特な進化を続け
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て来たおまけとふろくを通して、少年少女を取り巻く世相の変遷をたどりました。B5判頁24頁の解説図

録を作成して頒布しました。 

会期・日数 7月29日(土)～9月24日(日)　 　 5１日間 

協力 小学館、トーイズ 

後援 神奈川県教育委員会、横浜市教育委員会、一般社団法人日本国際児童図書評

議会(ＪＢＢＹ)、ＮＨＫ横浜放送局、ＦＭヨコハマ、神奈川新聞社、ｔｖｋ 

協賛 実業之日本社、相模鉄道、東急電鉄、横浜高速鉄道 

  神奈川近代文学館を支援する会 
サ ポ ー ト

広報協力 ＫＡＡＴ 神奈川芸術劇場 

同時開催 常設展｢文学の森へ 神奈川と作家たち｣ 第1部―夏目漱石から萩原朔太郎まで 

観覧者数 7,891人(1日平均155人) 

 

○特別展 ｢没後30年 井伏鱒二展　 アチラコチラデブンガクカタル｣ 

夫人の節代氏から寄贈いただいた1,600点を超える｢井伏鱒二資料｣、井伏を慕い親交を結んだ安岡章太郎、

庄野潤三、三浦哲郎らの館蔵資料をはじめ、特別協力のふくやま文学館ほか関連施設等からの出品を得

て展観。作品世界に加えて、井伏が愛した旅、釣り、将棋、書画、焼物などの世界にも注目しました。B

5判64頁の解説図録を作成して頒布しました。｢文豪とアルケミスト｣とのタイアップも実施。 

会期・日数 9月30日(土)～11月26日(日)　 　 51日間 

編集委員 絲山秋子 

 特別協力 ふくやま文学館

 協力 杉並区立郷土博物館、山梨県立文学館

 後援 ＮＨＫ横浜放送局、ＦＭヨコハマ、神奈川新聞社、ｔｖｋ

 協賛 新潮社、中央公論新社、京急電鉄、相模鉄道、東急電鉄、横浜高速鉄道

  神奈川近代文学館を支援する会 
サ ポ ー ト

広報協力 ＫＡＡＴ 神奈川芸術劇場 

観覧者数 8,125人(1日平均159人) 

 

○常設展 ｢文学の森へ　 神奈川と作家たち｣ 第2部―芥川龍之介から中島敦まで 

　 コーナー展示 ： 没後50年 大佛次郎展－戦後の仕事－ 

会期・日数 12月2日(土)～2024年1月21日(日)　 38日間 

編集委員 富岡幸一郎 

協賛 横浜高速鉄道、神奈川近代文学館を支援する会 
サ ポ ー ト

観覧者数 1,622人(1日平均43人) 

 

○常設展 ｢文学の森へ　 神奈川と作家たち｣ 第3部―太宰治、三島由紀夫から現代まで 

｢文豪ストレイドッグス｣とのコラボレーションを実施。 

会期・日数 2024年2月6日(火)～3月24日(日)　 43日間 

編集委員 富岡幸一郎 

協賛 横浜高速鉄道、神奈川近代文学館を支援する会 
サ ポ ー ト

観覧者数 9,214人(1日平均214人)　 

 

○特別展 ｢帰って来た橋本治展｣ 

2019年(平成31)以降、自筆原稿と関連資料をご家族、関係者から寄贈いただき、｢橋本治文庫｣として保

存している資料を中心に、時代を先取りし、人間と人間の生きた時代を描き出そうとした橋本治の生涯
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を辿ります。B5判64頁の解説図録を作成して頒布しました。 

会期・日数　  2024年3月30日(土)～3月31日(日) 2日間※会期は6月2日(日)まで58日間 

編集委員 松家仁之 

後援 ＮＨＫ横浜放送局、ＦＭヨコハマ、神奈川新聞社、ｔｖｋ 

協賛 新潮社、中央公論新社、京急電鉄、相模鉄道、東急電鉄、横浜高速鉄道、 

  神奈川近代文学館を支援する会 
サ ポ ー ト

広報協力 ＫＡＡＴ 神奈川芸術劇場 

観覧者数 273人(1日平均137人)　 

 

　2023年度総観覧者数44,677人(1日平均159人) 

 

(5)  会議室の利用状況 

 利用状況 ＜利用回数の内訳＞ 

　 　 　 会議室名     利用回数     利用人数 俳句会、短歌会等    49回 

      小会議室        188回      1,966人 朗読会、読書会等    13回 

      中会議室         91回      3,319人 その他(文学関係)    27回 

      和    室        111回        861人 その他            343回

      ホ ー ル         42回      5,215人 

       計             432回     11,361人

 

(6)　 講演会 ・ 講座等の開催(会場：展示館ホール) 

○特別展｢小津安二郎展｣記念行事  

　 （感染症予防のため5月7日までのイベントは入場者数を定員の95％に制限して開催） 

 <トークと講演> 

期日 出演  タイトル     　 入場者数 

4月15日(土) 岡田茉莉子 ｢岡田茉莉子さんに聞く――小津監督の思い出｣　 203人 

 平山周吉 

 <上映会>　 　 ＊兼文字活字文化振興事業 

期日  上映作品     　 入場者数 

4月29日(土・祝)  『晩春』 (1949年　 松竹)    　 204人 

4月30日(日)  　〃      　193人 

5月6日(土)  『秋日和』 (1960年　 松竹)    　 190人 

5月7日(日)  　〃      　 192人 

 <活弁付無声映画上映会> 

期日 出演  　上映作品    　 入場者数 

5月13日(土) 澤登翠(活弁) 　『突貫小僧』 『和製喧嘩友達』 (1929年　 松竹) 186人 

 築山秀夫(解説) 　 

 

○企画展｢本の芸術家・武井武雄展｣記念行事 

 <講演会>　 　 ＊兼友の会講座　  

期日 講師  演題     　入場者数 

6月17日(土) 山岸吉郎 ｢武井武雄、その生涯と芸術｣  　87人 

 <ワークショップ> 

期日 講師  内容     　参加者数 
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7月2日(日) 田中栞 ｢豆絵本づくり講座｣   　10人(抽選) 

   　～ウォルター・クレイン作『かわいいアン女王』の 

   　 　 　 　 ハードカバー豆絵本をつくる～ 

7月9日(日) 城戸宏 ｢紙版画講座 

2回実施   　 ～武井武雄の絵柄でカラフルな紙版画をつくる～｣  27人(抽選) 

 

○企画展｢『おまけ』と『ふろく』展｣記念行事 

 <対談>　  

期日 出演   演題    入場者数 

9月9日(土) 野上暁、徳山雅記 ｢学年誌の付録にみる子ども文化史｣　75人 

 <講演会>　  

期日  講師  演題    入場者数 

9月18日(月・祝) 北原照久 ｢コレクションの楽しみ｣   140人 

 

○特別展｢井伏鱒二展｣記念行事 

 <オンラインイベント> 

期日 内容・出演    　　参加者数 

10月5日(木) ｢朗読で楽しむ　井伏鱒二の対談　名場面｣　　当日同時接続最大87人 

  チャットコメント： 絲山秋子 　　 会期中アーカイブ視聴2,003件

  朗読： 山野史人、横堀悦夫(劇団青年座)

 <講演会>　  

期日 講師  演題     入場者数 

10月14日(土) 絲山秋子 ｢リズムと余韻―私が井伏を推す理由｣ 209人 

 <講座>　  

期日 講師  タイトル     入場者数 

10月28日(土) 勝又浩 ｢井伏鱒二―山椒魚の忍耐｣  137人 

 

(7)　 展覧会図録の刊行 

○特別展・企画展の手引き、資料として下記の図録を刊行し、希望者に頒布しました。 

　｢生誕120年 没後60年　 小津安二郎展｣(B5判 本文64頁 3,450部 頒価1,000円) 

　｢没後30年 井伏鱒二展｣(B5判 本文64頁 2,500部 頒価1,000円) 

　｢帰って来た橋本治展｣(B5判 本文64頁 3,500部 頒価1,100円) 

 

(8)　 スライドトーク(展示説明会)の開催(会場：展示館ホールほか) 

○特別展｢生誕120年 没後60年  小津安二郎展｣ 

期日 　       解説者    入場者数 

会期中毎週金曜日に計8回開催  展示担当者   計311人 

○企画展｢本の芸術家・武井武雄展｣ 

期日 　       解説者    入場者数 

会期中の土曜日、日曜日に計3回開催 展示担当者   計83人 

○企画展｢『おまけ』と『ふろく』展｣ 

期日 　       解説者    入場者数 

会期中の日曜日に計3回開催  展示担当者   計69人 
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○特別展｢没後30年 井伏鱒二展｣ 

期日 　      解説者  入場者数 

会期中毎週金曜日に計7回開催  展示担当者 計147人 

   ※文字活字文化の日を含めた会期全体の計は189人 

 

(9)　 文字・活字文化振興事業 

　①  講演会 ・ 連句会等の開催(会場：展示館ホール) 

○小林秀雄没後40年記念連続講演｢小林秀雄は永遠に新しい！｣ 

期日 出演 演題 入場者数 

6月24日(土)  苅部直  ｢『モオツァルト』をどう読むか｣ 202人 

新保祐司 ｢小林秀雄とグレン・グールド｣ 

対談｢鎌倉と音楽と小林秀雄｣ 

12月10日(日)  先崎彰容 ｢うた・詞・物語  176人  

  ―小林秀雄と本居宣長―｣

  前田勉  ｢二冊の『本居宣長』―村岡典嗣と小林秀雄―｣

  新保祐司ほか 鼎談｢批評と学問｣

○開館40周年記念企画｢文学・どこへゆくのか｣第Ⅰ期（イントロダクション） 

期日 出演 演題 　 入場者数 

 11月12日(日)  湯川豊　 ｢現代日本文学のほんとうの流れ｣　113人

  尾崎真理子

 12月3日(日)  尾崎真理子 ｢エンタテインメントの意義｣  94人

  ゲスト登壇・木内昇

2024年1月21日(日) 湯川豊　 ｢この作家を忘れない｣ 115人 

  尾崎真理子

○かなぶん連句会 (後援：月刊｢望星｣) 

期日 出演 題 入場者数 

2024年1月14日(日) 小島ゆかり ｢太郎冠者の巻｣  153人 

辻原登 

長谷川櫂 

○文豪ストレイドッグス ×｢文学の森へ 神奈川と作家たち｣展コラボレーション講演会 

期日 講師 入場者数 

2024年2月11日(日・祝) 朝霧カフカ 214人 

○かなぶん寄席　 講談会 

期日  出演 演目 入場者数 

2024年3月9日(土)  神田蘭 北條秀司原作｢王将｣ ほか  140人 

 

　②  朗読会・朗読コンサート等の開催(会場：展示館ホール) 

○花音朗読コンサート(共催：語りと音楽・花音) 

期日 出演 題 入場者数 

7月17日(月・祝)  語りと音楽・花音 ｢本の芸術家・武井武雄展｣に寄せて 138人 

 ○文芸朗読会

期日 朗読 題 入場者数 

2024年3月20日(水・祝) 栗原小巻 ｢私の心の文学｣  200人 
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　 ③  文字・活字文化の日記念行事 

○10月27日(金)当日に限り観覧料を無料にしました。 

スライドトーク(会場：展示館エントランスホール)　 参加： 42人 

バックヤード見学参加： 10人 

○プレゼント抽選 

展示観覧者を対象に｢井伏鱒二展｣の図録など、ミュージアムグッズを抽選でプレゼントしました。 

 

　 ④  子ども向け行事 

○ミュージアム・ミッション2023 

近隣の博物館を巡るクイズラリー。中区西区の11施設で協力して夏休みの子ども向け企画として

開催しました。 

期間 参加者数 

7月21日(金)～8月31日(木) 160人(当館来館人数) 

○かなぶんキッズクラブ 

 ◇紙芝居がはじまるよ！(会場：展示館中会議室)

　期日 出演 作品 入場者数 

　8月4日(金)  山下康  ｢人魚ひめ｣ほか   62人 

　2024年3月24日(日) 　〃 ｢いちにのさっちゃん｣ほか  46人 

 ◇子ども映画会(会場：展示館ホール)

　期日 上映作品 入場者数 

 　8月17日(木) ｢母をたずねて三千里｣ほか 101人

 　8月18日(金) 〃  75人

　2024年3月27日(水) ｢やまなし｣ほか  179人(2回) 

 ◇絵本であそぼ！(会場：展示館中会議室)

　期日 出演 作品 入場者数 

　8月26日(土) よこはま文庫の会  絵本｢しらゆきひめ｣ほか  34人 

◇長崎源之助生誕100年記念の集い(会場：展示館ホール)　＊共催： 豆の木文庫 

　期日 出演 作品 入場者数 

　2024年2月18日(日) 豆の木文庫 読み聞かせ｢えんぴつびな｣  73人 

                                    映画｢ひろしまのエノキ｣ほか 

 

　 ⑤  映画会等の開催(会場：展示館中会議室) 

○ＤＶＤ上映会 

期日 上映作品 入場者数 

8月9日(水)  ｢被爆とわたくし｣  18人 

 

　 ⑥  啓発広報事業 

○機関紙の発行 

機関紙｢神奈川近代文学館｣第160号から第163号を4､7､10月､2024年1月に発行。 

 

⑦  オンライン事業 

○公式ＨＰ｢デジタル文学館｣、公式noteでの講演会・展覧会などの映像公開 

2023年度末時点、24のコンテンツを公開。2020年度からの視聴数は累計65,451件。　
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２０２３年度公開 コンテンツ 出演者 公開日 視聴数

「朗読で楽しむ 井伏鱒二の対談 名場面」(井伏展会期中限定公開) 青年座 10/5～11/26 2090

｢現代日本文学のほんとうの流れ｣ 湯川豊、尾崎真理子 11/29 822

 

○公式noteに機関紙｢神奈川近代文学館｣寄稿エッセイ等を転載 

○｢中島敦直筆資料デジタルアーカイブ｣を公開　 2023年12月1日(金)

 

　 ⑧  学校教育連携事業　  

○県内公共図書館・学校図書館巡回パネル展等 

期間 パネル展名称 共催者名/会場 入場者数

5月15日(月)～6月30日(金) データ版夏目漱石展  県立神奈川総合産業高等学校 100 人

6月1日(木)～6月2１日(水) データ版中島敦展  熊本学園大学付属高等学校 396 人

6月1日(木)～6月30日(金) 森鷗外展  県立港北高等学校 200 人

6月12日(月)～6月23日(金) 中島敦展  県立横須賀高等学校 611 人

6月12日(月)～7月11日(火) 中島敦展  玉川学園 1,902 人

6月26日(月)～7月1日(土) データ版中島敦展  日本大学第二高等学校 255 人

9月1日(金)～9月2日(土) 夏目漱石展  県立西湘高等学校 495 人

9月8日(金)～9月９日(土) 夏目漱石展  県立横浜南陵高等学校 302 人

9月8日(金)～9月9日(土) 中島敦展  県立金井高等学校 297 人

9月8日(金)～10月4日(水) 太宰治展  東京純心女子高等学校 1,200 人

9月1５日(金)～9月28日(木) 夏目漱石展  県立横須賀高等学校 635 人

9月16日(土)～10月16日(月) 中島敦展、夏目漱石展  県立川崎高等学校 743 人

9月20日(水)～9月28日(木) 中島敦展  県立荏田高等学校 300 人

9月28日(木)～11月2日(木) 太宰治展  横浜市立仲尾台中学校 127 人

10月2日(月)～10月6日(金) 夏目漱石展  フェリス女学院高等学校 540 人

10月10日(火)～11月10日(金) 与謝野晶子展  県立神奈川総合産業高等学校 100 人

10月16日(月)～11月15日(水) 夏目漱石展  玉川学園 2,175 人

10月27日(金)～11月17日(金) 太宰治展  川崎市立幸高等学校 282 人

10月30日(月)～11月20日(月) 森鷗外展  横浜市立南希望が丘中学校 469 人

10月31日(火)～11月30日(木) 森鷗外展  鎌倉市立手広中学校 51 人

11月1日(水)～11月24日(金) 夏目漱石展  横浜市立新羽中学校 150 人

11月6日(月)～11月18日(土) 中島敦展  横須賀学院高等学校 682 人

11月13日(月)～12月12日(火) 中島敦展  県立三浦初声高等学校 675 人

11月13日(月)～12月１4日(木) 夏目漱石展  東京都立桜修館中等教育学校 150 人

11月21日(火)～12月22日(金) データ版中島敦展  県立神奈川総合産業高等学校 100 人

12月4日(月)～1月10日(水) 夏目漱石展  県立金沢総合高等学校 1,151 人

1月9日(火)～2月5日(月) 太宰治展  県立神奈川総合産業高等学校 100 人

1月15日(月)～１月29日(月) データ版夏目漱石展  日本大学第二高等学校 192 人

2023年(令和5年)度中学、高等学校等へのパネル展提供28校14,380人

＊2008年度からの累計のべ307校271,292人(公共図書館を含む)
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○神奈川県高等学校文化連盟図書専門部会 

共催 神奈川県高等学校文化連盟図書専門部会 

期日 5月20日(土) 

事業名 ワークショップ・ビブリオバトル準備会 

会場 神奈川近代文学館　 中会議室 

○神奈川県高等学校文化連盟図書専門部会 

共催 神奈川県高等学校文化連盟図書専門部会 

期日 7月29日(土) 

事業名 第11回ビブリオバトル(全国高等学校ビブリオバトル決勝大会・神奈川県予選) 

会場 神奈川近代文学館　 展示館ホールほか 

参加人数 98人 

○神奈川県立総合教育センター研修講座 

共催 神奈川県立総合教育センター 

期日 8月4日(金) 

事業名 国語の授業づくり研修講座(講師：庄司達也)及び施設見学 

会場 神奈川近代文学館　 展示館ホール 

参加人数 34人 

○神奈川県高等学校文化連盟図書専門部会 

共催 神奈川県高等学校文化連盟図書専門部会 

期日 8月26日(土) 

事業名 バックヤード見学、図書館報コンクール準備会 

会場 神奈川近代文学館　 展示館中会議室 

○神奈川大学国際日本学部日本文化学科開講授業 

主催 神奈川大学国際日本学部 

期日 10月21日(土) 

内容 授業、展示解説、井伏展観覧 

参加人数 67人 

○神奈川県高等学校教科研究会国語部会令和5年度郷土文学資料実地調査 

共催 神奈川県高等学校教科研究会国語部会 

期日 11月11日(土) 

内容 山手地区文学史蹟調査見学、展示説明、井伏鱒二展観覧 

会場 神奈川近代文学館　 展示館中会議室 

参加人数 22人 

○神奈川県高等学校文化連盟総合文化祭行事 

共催 神奈川県高等学校文化連盟図書専門部会 

期日 11月23日(木・祝) 

事業名 第12回図書館報コンクールと講演会(講師：伊東潤) 

会場 神奈川近代文学館　 展示館ホールほか 

参加人数 59人 

○神奈川県高等学校文化連盟図書専門部会 

共催 神奈川県高等学校文化連盟図書専門部会 

期日 2024年1月20日(土) 

事業名 生徒研修会・ワークショップほか 
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会場 神奈川近代文学館　 展示館中会議室 

○横浜国立大学大学院｢教育インターン｣ゼミ 

共催 横浜国立大学大学院一柳廣孝教授ゼミ 

期日 2023年12月8日(金) 

事業名 横浜国立大学大学院｢一柳ゼミ・スクールデイ・文学館での企画案を考えよう｣ 

会場 神奈川近代文学館　 本館特別会議室 

参加人数 5人 

　⑨  他館等との共催・後援・協力・交流事業 

○｢文豪とアルケミスト｣×｢没後30年　井伏鱒二展｣タイアップイベント

期間 9月30日(土)～11月26日(日) 

 協力 クリーク・アンド・リバー社、EXNOA

内容 エントランスホールに井伏鱒二と、井伏の師・佐藤春夫、弟子・太宰治のキャラクタ

 ー等身大パネルを展示

 展示会場内で、クイズ｢展示会場デ転生前ノ文豪ノ事跡ヲ調査セヨ｣を実施、参加

 者にポストカードをプレゼント

 参加人数 1,151人(クイズ参加者)

○神奈川県子ども読書活動推進フォーラム　 文字・活字文化の日記念講演会 

主催 神奈川県立図書館 

共催  神奈川県子ども読書活動推進会議、神奈川県図書館協会 

 後援 神奈川県立神奈川近代文学館 公益財団法人神奈川文学振興会

期日 11月3日(金・祝) 

内容 第1部　事例発表： 相模女子大学中学部・高等部図書委員会 

第2部　講演： 金原瑞人｢翻訳の言葉、言葉の翻訳｣ 

会場 神奈川県立図書館本館 

○｢文豪ストレイドッグス｣×神奈川近代文学館コラボレーションイベント

期間 2024年2月6日(火)～3月24日(日) 

 協力 KADOKAWA

内容 エントランスホールに春河３５描き下ろしイラストパネル、朝霧カフカ文豪解説パネ

 ルの展示

  展示会場内でワークシート実施、回答者に缶バッジプレゼント

 参加人数 6,774人(ワークシート参加者)

４　 自主事業 

(1)　 閲覧室展覧会関連読書コーナー 

展覧会観覧者に主題となっている作家の著書、研究書などを提供するため、閲覧室に展覧会関

連読書コーナーを設置し、展示室と閲覧室との連携を図りました。 

○特集・映画と日本文学 4月1日(土)～5月28日(日) 

○特集・武井武雄 6月3日(土)～7月23日(日) 

○特集・少年少女雑誌  7月29日(土)～9月24日(日) 

○特集・井伏鱒二 9月30日(土)～11月26日(日) 

○特集・大佛次郎 12月2日(土)～2024年1月21日(日) 

○特集・太宰治　  2024年2月11日(日・祝)～3月24日(日) 

○特集・橋本治 2024年3月30日(土)～3月31日(日) 
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(2)　 神奈川近代文学館懇話会 

○第14回 

開催日 12月19日(火) 

出席 12人 

報告 1．2023年度の主な事業実績について 

2．開館40周年(2024年度)にむけて 

(3)　 神奈川近代文学館友の会 

○会員に、機関紙の無料配布、展覧会への招待、文学講座等への優待を行いました。 

会員990人 

○友の会会員の集い(参加者22人)を実施。同日に会員以外も参加できる講座を開催しました。 

　 (会場：展示館ホールほか) 

 友の会文学講座　 ＊企画展｢本の芸術家・武井武雄展｣記念行事 

 期日 講師 演題 入場者数

6月17日(土) 山岸吉郎 ｢武井武雄、その生涯と芸術｣ 87人 

○会員限定ギャラリートーク 

期日 講師 内容 参加者数 

5月12日(金)、13日(土)  築山秀夫 小津安二郎展展示解説 計31人 

○文学散歩－近隣施設や県内外の文学ゆかりの地を訪ねました。 

◇前期文学散歩｢茅ヶ崎文学散歩｣・｢横浜文学散歩｣ 

　 期日 コース  参加者数 

　 6月１日(木)  茅ヶ崎館ほか 16人 

　 6月8日(木)  　　〃  16人 

　 6月13日(火) 横浜能楽堂ほか  計31人(午前,午後の2回実施) 

◇後期文学散歩｢荻窪文学散歩｣ 

　 期日 コース  参加者数 

　 12月1日(金) 杉並区立郷土博物館ほか 20人 

　 12月5日(火) 　 　 〃  19人 

○読書会 

期日 課題本  参加者数 

　 2024年2月29日(木) 太宰治｢人間失格｣  7人

 

(4)　 神奈川近代文学館を支援する会 
サ ポ ー ト

　 会員数105名(123口) 

○特別展、企画展、常設展への協賛 

○紹介状等により会員を募り、会員に特別展等の広報協力を呼びかけました。 

○神奈川近代文学館懇話会会員との総会を兼ねての懇親会を実施しました。 

期日 参加人数 

12月19日(火)  24人 
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(5)　 展覧会図録の刊行 

○企画展の手引き、資料として下記の図録を刊行し、希望者に頒布しました。 

｢『おまけ』と『ふろく』展　子どもの夢の小宇宙｣(B5判 本文24頁 2,000部 頒価700円) 

 

(6)  博物館実習・教員社会体験研修等の実施 

○博物館実習生等を受け入れました。 

 <博物館実習>

　 7月25日(火)～7月28日(金)、7月30日(日)の5日間　6大学　 6人 

<インターンシップ> 

　8月16日(水)～8月18日(金)　1大学　 1人 

<教員社会体験研修> 

　8月3日(木)～8月26日(土)のうちのべ9日間　4人 

<職業体験> 

　10月26日(木)　 横浜市立南中学校生徒　 2人 

 

(7)  その他の提携事業 

○特別展及び企画展ポスター、チラシ等の駅貼り、設置強化支援 

東急電鉄､相模鉄道､京急電鉄、横浜高速鉄道の協賛､協力により､一層の周知を図りました。 

 

(8)　 他館等との共催、他館等への後援など 

　 ①  共催事業 
○令和５年度生涯学習指導者研修｢公民館等担当者コース｣第３回 

　 主催 神奈川県立図書館 

期日 9月15日(金) 

内容 神奈川近代文学館概要説明及び施設見学 

会場 神奈川近代文学館　 中会議室ほか 

参加者数 30人 

○特別展｢井伏鱒二展｣記念上映会(共催：文芸映画を観る会) 

期日  11月17日(金)、18日(土) 

上映作品 井伏鱒二原作｢黒い雨｣(1989年　 東映) 

会場 神奈川近代文学館　 展示館ホール 

入場者数 計267人 

○古田足日シンポジウム｢子どもの味方・子どもの見方　 古田足日の仕事から考える｣ 

　 主催 白梅学園大学・白梅学園短期大学子ども学研究所　 古田足日研究プロジェクト 

期日 11月25日(土) 

講師 佐藤宗子、宮川健郎ほか 

会場 神奈川近代文学館　 展示館ホール 

入場者数 75人 

○フェリス女学院大学附属図書館読書運動プロジェクト朗読会 

主催 フェリス女学院大学附属図書館読書運動プロジェクト 

期日 2024年2月17日(土) 

テーマ ｢ゆるやかなつながりのなかで―自分をみつめるとき―｣ 

朗読作品 宮沢賢治｢セロ弾きのゴーシュ｣ほか 

会場 神奈川近代文学館　展示館ホール 
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入場者数 60人 

 ○横光利一文学会　第23回大会

 期日 2024年3月30日(土)

会場 神奈川近代文学館　展示館ホール 

 内容 特集《資料》にどう向き合うか

  基調講演｢落ち穂を拾う―全集未収録資料の発掘と共有―｣斎藤理生 ほか

参加者数 54人 

　 ②  後援事業 

○吉里吉里忌2023 

主催 吉里吉里忌実行委員会、山形県川西町、井上事務所 

期日  4月9日(日) 

講師 小泉今日子ほか 

会場 山形県川西町フレンドリープラザ 

○大衆文学研究会神奈川支部研究例会 

主催 大衆文学研究会神奈川支部 

期日 4月22日(土)、6月24日(土)、9月30日(土)、11月25日(土) 

会場 神奈川近代文学館　 展示館中会議室 

○Wikipediaブンガク｢小津安二郎｣ 

主催 Wikipediaブンガク実行委員会 

期日 4月23日(日) 

会場 神奈川近代文学館　 中会議室 

○城山三郎・生誕95周年記念講演会 

主催 城山三郎湘南の会 

期日 5月13日(土) 

講演 佐高信｢城山三郎と私と俳句｣ 

会場 茅ヶ崎市民文化会館 

○大佛次郎研究会第37回公開発表会 

主催大佛次郎研究会、大佛次郎記念館 

期日  5月27日(土) 

講演  田中優子｢大佛次郎の時代小説に見る歴史観｣　  

  大上朝美｢大佛次郎賞の50年｣　

会場  神奈川近代文学館　 展示館ホール 

○｢玄海灘｣(金達寿原作)舞台上演 

主催  玄海灘を上演する会 

期日  8月30日(水)～9月3日(日) 

制作  呉文子　 異文化を愉しむ会　 玄海灘を上演する会 

脚色  有吉朝子 

 演出  志賀澤子

会場  調布市せんがわ劇場 

 ○第５回ゆらむろ忌

 主催 大熊弁玉顕彰会

 期日 10月21日(土)

 朗読と解説 山根基世｢大熊弁玉―女性の哀歓を詠う」ほか　

 会場 三宝寺本堂
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○Wikipediaブンガク｢井伏鱒二｣ 

主催 Wikipediaブンガク実行委員会 

期日 10月22日(日) 

会場 神奈川近代文学館　 中会議室 

○クリスチャン・ポラック 講演 

  ｢百合と桜桃―日仏に種を播いた リュドヴィク・サヴァティエー｣

主催 かながわ日仏協会 

期日 2024年2月25日(日) 

会場 神奈川近代文学館　 展示館ホール 

　 ③  協力事業 

○文豪ストレイドッグス大博覧会 第二幕での文学資料展示協力 

日時 9月27日(水)～10月9日(月・祝) 

主催 KADOKAWA 

 会場 あべのハルカス近鉄本店(大阪)

○かながわ教育月間 

主催 神奈川県教育局総務室 

期間 10月1日(日)～11月3日(金・祝) 

協力事業 ｢没後30年 井伏鱒二展　アチラコチラデブンガクカタル｣ 

○特別展｢ドナルド・キーンとドナルド・キーンと渡辺崋山｣ 

主催 田原市、田原市博物館、公益財団法人崋山会、中日新聞社 

期間 前期：10月7日(土)～11月5日(日)　後期：11月7日(火)～12月3日(日) 

 特別協力  一般財団法人ドナルド・キーン記念財団

会場  田原市博物館 

○文豪ストレイドッグス大博覧会 第二幕での文学資料展示協力 

日時 11月18日(土)～12月24日(日) 

主催 KADOKAWA 

 会場 テレピアホール(名古屋)

○なか区ブックフェスタ2023 

主催 なか区ブックフェスタ実行委員会 

期日 10月1日(日)～11月30日(木) 

④  企画編集 

○富山新聞創刊100年記念｢ドナルド・キーン　―世界から見た日本文学展｣ 

主催 高志の国文学館、富山新聞社 

共催 チューリップテレビ 

編集協力 キーン誠己 

特別協力 一般財団法人ドナルド・キーン記念財団 

期間 9月24日(日)～11月27日(月) 

会場  高志の国文学館 

⑤  寄稿・出演 

○｢神奈川新聞｣ イマカナ 文化欄への寄稿 

執筆 展示課職員 

掲載 小津安二郎 4月27日(木)、5月４日(木・祝) 

武井武雄 7月3日(月) 

おまけとふろく 8月21日(月) 
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井伏鱒二 11月2日(木)、11月６日(月) 

○｢定年時代｣への寄稿 

執筆 展示課職員 

掲載 小津安二郎 4月3日(月)東京版、横浜・川崎版 

武井武雄 6月5日(月)東京版、7月3日(月)横浜・川崎版 

おまけとふろく 8月21日(月)東京版、9月4日(月)横浜・川崎版 

井伏鱒二 11月6日(月)東京版、横浜・川崎版 

○｢SUNDAY APRICOT GARDEN｣ 

放送 ＦＭおだわら 

解説 展示課職員、宮崎いずみ(語りと音楽・花音) 

放送内容 小津安二郎 4月16日(日)、5月7日(日) 

武井武雄 6月25日(日)、7月9日(日) 

おまけとふろく 8月27日(日) 

井伏鱒二 10月22日(日) 

○｢はま☆キラ｣ 

放送 NHK横浜放送局 

出演 展示課職員 

放送内容 小津安二郎 4月26(水),28日(金) ゲスト・中井貴惠 

井伏鱒二 10月20日(金) 

神奈川と文学 3月8日(金) ゲスト・太田治子 

○第26回｢大学で学ぼう～生涯学習フェア～｣ライブラリートーク 

 主催 かながわ大学生涯学習推進協議会

期日 10月29日(日) 

内容 ｢井伏鱒二をめぐる人々―創作と交流の視点―｣ 

登壇者 総務課職員、大木志門(東海大学教授) 

○鎌倉市教養センター 一般教養講座 

主催 鎌倉市教養センター 

期日 11月6日(月) 

内容 ｢井伏鱒二のたたずまい｣ 

登壇者 展示課職員 

会場 鎌倉市教養センター 

○ヨルノヨ・アートプログラム〈水の町プロムナード〉トークイベント 

 主催 クリエイティブ・ライト・ヨコハマ実行委員会

  公益財団法人横浜市芸術文化振興財団

期日 12月13日(水) 

内容 ｢獅子文六と大佛次郎の散歩した水町通りの歴史と文化｣ 

登壇者 資料課職員、横浜開港資料館・横浜都市発展記念館副館長、大佛次郎記念館 

  研究室職員

 会場 横浜マリンタワー２F

 協力 横浜マリンタワー
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５  役員等に関する事項 

(1)　 顧問に関する事項(令和６年3月31日現在) 

○顧問数 ３人 

○顧問名簿 

安 西 　 篤 子  黒 岩 　 祐 治  

山 中 　 竹 春  

(2)　 役員に関する事項(令和６年3月31日現在) 

○役員数 12人 

代 表 理 事　 　  1人　 　 　 　 　 業務執行理事　 　 2人 

理　 　 　 　 事     7人　  　  　 　 監　 　 　 　 事　 　 2人 

○役員名簿 

理 事 長 (代 表 理 事 ) 

辻 原 　 　 登  

副 理 事 長 (業 務 執 行 理 事 ) 

長 谷 川 　 櫂  

専 務 理 事 (業 務 執 行 理 事 ) 

清 原 　 康 正  

(理 　 　 事 ) 

荻 野 ア ン ナ  尾 崎 真 理 子 　 　 　 佐 藤 　 宗 子 　 　 　

新 保 　 祐 司  富 岡 幸 一 郎 　 　 　 藤 沢 　 　 周 　 　 　

八 木 　 幹 夫  

(監 　 　 事 ) 

永 峰 　 　 潤  松 森 　 　 繁  

(3)　 評議員に関する事項(令和6年3月31日現在) 

○評議員数 13人 

○評議員名簿 

秋 山 　 理 砂 　 　 　 太 田 　 治 子 　 　 　 三 枝 　 昻 之 　 　 　

関 谷 　 裕 子 　 　 　 司 　 　 　 修 　 　 　 蜂 飼 　 　 耳 　 　 　

春 名 　 　 徹 　 　 　 平 山 　 周 吉 　 　 　 復 本 　 一 郎 　 　 　

富 士 川 義 之 　 　 　 宮 川 　 健 郎 　 　 　 宮 坂 　 　 覺 　 　 　

林 　 淑 　 美 　 　 　  

 

(4)　 役員・評議員の異動に関する事項 

○役員の異動 

なし 

○評議員の異動 

死　去 就　任

評議員 小泉　浩一郎 令和5.10.30 評議員 秋山　理砂  令和5.5.24 

  関谷　裕子 〃

  平山　周吉 〃

監  事 松森　　繁 〃
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(5)　 神奈川近代文学館懇話会に関する事項(令和６年3月31日現在) 

 
○懇話会員数 

76人 

○懇話会員名簿 

 （幹事長）

 蜂飼 耳

 （会 員）

 青木 幸恵

 青野 聰

 秋山 理砂

 荒俣 宏

 安西 篤子

 伊井 直行

 飯塚 容

 太田 治子

 荻 悦子

 荻野アンナ

 尾崎左永子

 尾崎名津子

 尾崎真理子

 勝又 浩

 加藤 種男

 禿 慶子

 川村 湊

 川本 三郎

 紀田順一郎

 北方 謙三

 清原 康正

 黒井 千次

 黒岩 祐治

 紅野 謙介

 小玉 晃一

 三枝 昻之

 西郷 公子

 斎藤 栄

 佐藤 宗子

 佐藤 裕子

 島田 雅彦

 志村 有弘

 新保 祐司

 鈴木 健次

 関谷 裕子

 髙田久美子

 鷹羽 狩行

 竹口 秀夫

 田沼 光明

 千葉 俊二

 司 修

 辻原 登

 富岡幸一郎

 永峰 潤

 縄田 一男

 南原 幹雄

 長谷川 櫂

 馬場あき子

 林 文子

 春名 徹

 日高 昭二

 平山 周吉

 福島 俊彦

 福田 美鈴

 復本 一郎

 富士川義之

 藤沢 周

 松沢 成文

 松信健太郎

 松信 裕

 松森 繁

 黛 まどか

 丸山 孝

 水原 紫苑

 宮川 健郎

 宮坂 覺

 八木 幹夫

 山崎 洋子

 山下 真史

 山田 宗睦

 山中 竹春

 山中 恒

 山本 道子

 林 淑 美

 涌田 佑

 



<事業活動収支の部>
<事業活動収入> （単位　円）

大科目 中科目 予　算　額 補正予算額 合　　　計 決　算　額 差　　　異

基本財産運用収入 140,000 0 140,000 154,500 △ 14,500

基本財産利息収入 140,000 0 140,000 154,500 △ 14,500

特定資産運用収入 1,720,000 0 1,720,000 1,689,553 30,447

特定資産利息収入(財団) 5,000 0 5,000 599 4,401

特定資産利息収入(指定) 15,000 0 15,000 1,545 13,455

著作権料収入(財団) 1,700,000 0 1,700,000 1,687,409 12,591

会費収入 3,000,000 0 3,000,000 2,914,000 86,000

友の会会費収入 1,900,000 0 1,900,000 1,684,000 216,000

支援する会会費収入 1,100,000 0 1,100,000 1,230,000 △ 130,000

指定管理料等 410,043,000 3,844,000 413,887,000 413,887,000 0

近代文学館維持運営費収入 140,851,000 0 140,851,000 140,851,000 0

近代文学館事業収入 269,192,000 0 269,192,000 269,192,000 0

原油価格高騰対策費収入 0 3,844,000 3,844,000 3,844,000 0

事業収入 21,976,000 14,056,000 36,032,000 35,423,387 608,613

利用料金収入(指定) 8,559,000 7,150,000 15,709,000 15,463,470 245,530

事業収入(指定) 6,130,000 1,306,000 7,436,000 7,204,300 231,700

自主事業収入 7,287,000 5,600,000 12,887,000 12,755,617 131,383

立替金収入 157,000 0 157,000 0 157,000

立替金収入(指定) 157,000 0 157,000 0 157,000

雑収入 531,000 0 531,000 396,986 134,014

受取利息収入 0 0 0 873 △ 873

雑収入(財団) 379,000 0 379,000 211,383 167,617

雑収入(指定) 152,000 0 152,000 184,730 △ 32,730

（事業活動収入計） 437,567,000 17,900,000 455,467,000 454,465,426 1,001,574

補正は観覧料収入の増

決　算　報　告　書
１．収　支　計　算　書

令和５年４月１日から令和６年３月31日

補正は刊行物販売収入の増

備　　　　　考

0

補正はグッズ等販売収入の増
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<事業活動支出> （単位　円）

大科目 中科目 予　算　額 補正予算額 流　用　額 合　　　計 決　算　額 差　　　異 備　　　　　考

財団本部費 11,511,000 3,800,000 0 15,311,000 15,542,425 △ 231,425

報酬 2,137,000 0 38,046 2,175,046 2,175,046 0

人件費 3,754,000 0 △ 38,046 3,715,954 3,715,954 0

租税公課 790,000 0 14,490 804,490 804,490 0

会議費 121,000 0 166,689 287,689 287,689 0

事務費 3,982,000 3,600,000 △ 137,515 7,444,485 7,675,910 △ 231,425 補正は消耗品費等の増

刊行物出版費 727,000 200,000 △ 43,664 883,336 883,336 0 補正は印刷製本費の増

指定管理費 446,225,000 10,755,000 0 456,980,000 456,362,228 617,772

人件費 261,273,000 △ 1,545,000 0 259,728,000 259,728,000 0

消費税等 22,322,000 0 1,042,556 23,364,556 23,364,556 0

事務費 2,293,000 450,000 157,700 2,900,700 2,740,608 160,092 補正は通信運搬費等の増

維持費 98,946,000 6,700,000 △ 382,700 105,263,300 104,983,692 279,608 補正は修繕費等の増

資料管理業務電算化事業費 17,941,000 0 △ 2,034,256 15,906,744 15,856,414 50,330

資料調査・収集・整理費 3,011,000 0 0 3,011,000 2,884,054 126,946

展示費 31,286,000 5,150,000 1,216,700 37,652,700 37,652,079 621 補正は賃借料、諸謝金、委託料の増

資料等整備費 9,153,000 0 0 9,153,000 9,152,825 175

<事業活動支出計> 457,736,000 14,555,000 0 472,291,000 471,904,653 386,347

<事業活動収支差額> △ 20,169,000 3,345,000 △ 16,824,000 △ 17,439,227
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<投資活動収支の部>

<投資活動収入> （単位　円）

大科目 中科目 予　算　額 補正予算額 合　　　計 決　算　額 差　　　異

特定資産取崩収入 21,169,000 △ 1,545,000 19,624,000 19,624,000 0

退職給付引当資産取崩収入 21,169,000 △ 1,545,000 19,624,000 19,624,000 0

<投資活動収入計> 21,169,000 △ 1,545,000 19,624,000 19,624,000 0

<投資活動支出>

大科目 中科目 予　算　額 補正予算額 合　　　計 決　算　額 差　　　異

特定資産取得支出 1,000,000 1,800,000 2,800,000 2,181,900 618,100

中野・広津基金預金取得支出 1,000,000 1,800,000 2,800,000 2,181,900 618,100

<投資活動支出計> 1,000,000 1,800,000 2,800,000 2,181,900 618,100

<投資活動収支差額> 20,169,000 △ 3,345,000 16,824,000 17,442,100

<当期収支差額> 0 0 0 2,873

前期繰越収支差合計額 124,767 0 124,767 124,767

次期繰越収支差合計額 124,767 0 124,767 127,640

備　　　　　考

備　　　　　考

補正は中野・広津基金預金繰入支出の増
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（単位：円）

Ⅰ　一般正味財産増減の部
　１　経常増減の部
　（１）経常収益
　基本財産運用益 154,500 154,500 0
　特定資産運用益 1,689,553 1,914,588 △ 225,035
　受取会費 2,914,000 2,691,500 222,500
　事業収益 449,310,387 441,866,062 7,444,325
　受取寄付金 0 1,430,000 △ 1,430,000
　受取補助金 0 115,000 △ 115,000
　雑収益 396,986 569,799 △ 172,813

454,465,426 448,741,449 5,723,977
　（２）経常費用
　事業費 449,122,587 444,099,034 5,023,553
　管理費 3,158,066 3,336,906 △ 178,840

452,280,653 447,435,940 4,844,713

評価損益等調整前当期経常増減額 2,184,773 1,305,509 879,264
基本財産評価損益等 0 0 0
特定資産評価損益等 △ 358,046 △ 358,046 0
投資有価証券評価損益等 0 0 0

評価損益等計 △ 358,046 △ 358,046 0

1,826,727 947,463 879,264

　２　経常外増減の部
　（１）経常外収益

特定資産取崩収益 0 0 0
その他の固定資産受贈益 0 0 0
経常外収益計 0 0 0

　（２）経常外費用

経常外費用計 0 0 0
　当期経常外増減額 0 0 0

　 　他会計振替額 0 0 0
　当期一般正味財産増減額 1,826,727 947,463 879,264
　一般正味財産期首残高 94,143,466 93,196,003 947,463
　一般正味財産期末残高 95,970,193 94,143,466 1,826,727

Ⅱ　指定正味財産増減の部
  一般正味財産への振替 0 0 0
　当期指定正味財産増減額 0 0 0
　指定正味財産期首残高 78,000,000 78,000,000 0
　指定正味財産期末残高 78,000,000 78,000,000 0

Ⅲ　正味財産期末残高 173,970,193 172,143,466 1,826,727

２．正味財産増減計算書
令和５年４月１日から令和６年３月31日

科　　　 目 当年度 前年度 増　減

経　常　収　益　計

経　常　費　用　計

当 期 経 常 増 減 額
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内訳表 （単位：円）

指定管理 財団本部

Ⅰ　一般正味財産増減の部
　１　経常増減の部
　（１）経常収益
　基本財産運用益 0 0 0 0 0 0 0 0 154,500 0 154,500
　特定資産運用益 1,545 0 0 0 1,545 0 0 0 1,688,008 0 1,689,553
　受取会費 0 0 0 1,457,000 1,457,000 0 0 0 1,457,000 0 2,914,000
　事業収益 435,003,800 486,400 2,871,213 0 438,361,413 1,550,970 9,398,004 10,948,974 0 0 449,310,387
　受取寄付金 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　受取補助金 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　雑収益 184,730 0 0 0 184,730 0 211,383 211,383 873 0 396,986

435,190,075 486,400 2,871,213 1,457,000 440,004,688 1,550,970 9,609,387 11,160,357 3,300,381 0 454,465,426

　（２）経常費用
　事業費 435,307,104 537,249 5,504,410 0 441,348,763 1,431,124 6,342,700 7,773,824 0 0 449,122,587
　管理費 0 0 0 0 0 0 0 0 3,158,066 0 3,158,066

435,307,104 537,249 5,504,410 0 441,348,763 1,431,124 6,342,700 7,773,824 3,158,066 0 452,280,653

評価損益等調整前当期経常増減額 △ 117,029 △ 50,849 △ 2,633,197 1,457,000 △ 1,344,075 119,846 3,266,687 3,386,533 142,315 0 2,184,773
基本財産評価損益等 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
特定資産評価損益等 0 0 0 0 0 0 0 0 △ 358,046 0 △ 358,046
投資有価証券評価損益等 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

評価損益等計 0 0 0 0 0 0 0 0 △ 358,046 0 △ 358,046

△ 117,029 △ 50,849 △ 2,633,197 1,457,000 △ 1,344,075 119,846 3,266,687 3,386,533 △ 215,731 0 1,826,727

　２　経常外増減の部
　（１）経常外収益

その他の固定資産受贈益 0 0

経常外収益計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
　（２）経常外費用

経常外費用計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
当期経常外増減額 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

　 他会計振替額 119,846 50,849 2,633,197 △ 1,457,000 1,346,892 △ 119,846 △ 1,442,777 △ 1,562,623 215,731 0 0
当期一般正味財産増減額 2,817 0 0 0 2,817 0 1,823,910 1,823,910 0 0 1,826,727
一般正味財産期首残高 810,607 0 0 0 810,607 0 7,814,776 7,814,776 85,518,083 0 94,143,466
一般正味財産期末残高 813,424 0 0 0 813,424 0 9,638,686 9,638,686 85,518,083 0 95,970,193

Ⅱ　指定正味財産増減の部
　   一般正味財産への振替額

一般正味財産への振替 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
当期指定正味財産増減額 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
指定正味財産期首残高 0 0 0 0 0 0 0 0 78,000,000 0 78,000,000
指定正味財産期末残高 0 0 0 0 0 0 0 0 78,000,000 0 78,000,000

Ⅲ　正味財産期末残高 813,424 0 0 0 813,424 0 9,638,686 9,638,686 163,518,083 0 173,970,193

収②販売・企画
編集事業

小　計

経　常　費　用　計

当 期 経 常 増 減 額

経　常　収　益　計

正味財産増減計算書内訳表
令和５年４月１日から令和６年３月31日

科　　　 目
公益目的事業会計 収益事業会計

法人会計
内部取引

控除
合　　　計公①近代文学館維持運営事業 公②資料複写

サービス事業
共　通 小　計

収①貸会議室事
業
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（単位：円）

Ⅰ　資産の部
　１．流動資産

現金預金 59,112,922 63,528,464 △ 4,415,542
前払金 186,400 317,622 △ 131,222
有価証券 0 0 0
前渡金 0 0 0
立替金 22,303 7,322 14,981
売掛金 398,960 167,924 231,036
商品 3,555,594 2,743,303 812,291
貯蔵品 1,615,983 2,370,138 △ 754,155

　　　　流動資産合計 64,892,162 69,134,773 △ 4,242,611
　２．固定資産
　　基本財産 110,000,000 110,000,000 0
　　特定資産 267,713,317 256,336,648 11,376,669
　　その他の固定資産 18,260,356 18,618,402 △ 358,046
　　　　固定資産合計 395,973,673 384,955,050 11,018,623
　　資　産　合　計　 460,865,835 454,089,823 6,776,012

Ⅱ　負債の部
　１．流動負債

未払金 53,488,763 58,287,895 △ 4,799,132
前受金 1,874,852 1,999,740 △ 124,888
預り金 4,380,526 3,760,126 620,400

　　　　流動負債合計 59,744,141 64,047,761 △ 4,303,620
　２．固定負債

退職給付引当金 227,151,501 217,898,596 9,252,905
　　　　固定負債合計 227,151,501 217,898,596 9,252,905
　　負　債　合　計　 286,895,642 281,946,357 4,949,285

Ⅲ　正味財産の部
　１．指定正味財産

寄付金 78,000,000 78,000,000 0
　　　　指定正味財産合計 78,000,000 78,000,000 0

(78,000,000) (78,000,000) 0
　２．一般正味財産

一般正味財産 95,970,193 94,143,466 1,826,727
　　　　一般正味財産合計 95,970,193 94,143,466 1,826,727

(32,000,000) (32,000,000) 0
　　 (40,686,464) (36,404,564) 4,281,900
　　　　正味財産合計 173,970,193 172,143,466 1,826,727

460,865,835 454,089,823 6,776,012

３．貸 借 対 照 表
令和６年３月31日現在

科　　　目 当年度 前年度 増　　減

（うち基本財産への充当額）

（うち特定資産への充当額）

　　負債及び正味財産合計　

科　　　目 増　　減

（うち基本財産への充当額）

当年度 前年度
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（単位：円）

Ⅰ　資産の部
　１．流動資産

現金預金 51,950,793 5,884,790 1,277,339 0 59,112,922
前払金 186,400 0 0 0 186,400
前渡金 0 0 0 0 0
立替金 22,303 0 0 0 22,303
売掛金 189,430 209,530 0 0 398,960
商品 1,028,648 2,526,946 0 0 3,555,594
貯蔵品 151,196 1,464,787 0 0 1,615,983

　　流動資産合計 53,528,770 10,086,053 1,277,339 0 64,892,162

　２．固定資産
　　基本財産 0 0 110,000,000 0 110,000,000
　　特定資産 132,974,233 88,988 134,650,096 0 267,713,317
　　その他の固定資産 0 0 18,260,356 0 18,260,356

　　固定資産合計 132,974,233 88,988 262,910,452 0 395,973,673

　　資　産　合　計　 186,503,003 10,175,041 264,187,791 0 460,865,835

Ⅱ　負債の部
　１．流動負債

未払金 49,557,930 397,313 3,533,520 0 53,488,763
前受金 1,504 0 1,873,348 0 1,874,852
預り金 2,881,264 50,054 1,449,208 0 4,380,526

　　流動負債合計 52,440,698 447,367 6,856,076 0 59,744,141

　２．固定負債
退職給付引当金 133,248,881 88,988 93,813,632 0 227,151,501

　　固定負債合計 133,248,881 88,988 93,813,632 0 227,151,501

　　負　債　合　計　 185,689,579 536,355 100,669,708 0 286,895,642

Ⅲ　正味財産の部
　１．指定正味財産

寄付金 0 0 78,000,000 0 78,000,000

　　指定正味財産合計 0 0 78,000,000 0 78,000,000

(78,000,000) (78,000,000)
　２．一般正味財産

一般正味財産 813,424 9,638,686 85,518,083 0 95,970,193

　　一般正味財産合計 813,424 9,638,686 85,518,083 0 95,970,193
(0) (0) (32,000,000) (0) (32,000,000)

　　 (0) (0) (40,686,464) (0) (40,686,464)

　　正味財産合計 813,424 9,638,686 163,518,083 0 173,970,193

186,503,003 10,175,041 264,187,791 0 460,865,835

貸借対照表内訳表
令和６年３月31日現在

科　　　目 公益目的事業会計 収益事業会計 法人会計 内部取引消去 合　　計

（うち基本財産への充当額）

（うち基本財産への充当額）

（うち特定資産への充当額）

　負債及び正味財産合計　
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（単位：円）

使用目的等 金　額

(流動資産)
現金 手元保管 運転資金として 523,958
預金 普通預金 運転資金として

三菱UFJ銀行 横浜中央支店(指) 51,853,051
横浜銀行　県庁支店 824,137
三菱UFJ信託銀行 本店営業部(本) 1,939,837
三菱UFJ銀行 横浜中央支店(本) 3,971,939

　現金預金合計 59,112,922
前払金 保険料に対する前払額 期間建運送保険等 186,400
立替金 22,303
売掛金 398,960
商品 手元保管 収益事業商品として 3,555,594
貯蔵品 手元保管 貯蔵用資料として 1,615,983

流動資産合計 64,892,162

(固定資産)
基本財産 　投資有価証券 神奈川県債 105,000,000

普通預金

横浜銀行　県庁支店 5,000,000
　基本財産合計 110,000,000

特定資産 退職給付引当資産
　預金 定期預金

三菱UFJ信託銀行 本店営業部(本) 11,000,000
三菱UFJ銀行 横浜中央支店(指定) 77,352,806
横浜銀行　県庁支店 30,000,000

普通預金
三菱UFJ銀行 横浜中央支店(本) 7,134,150
三菱UFJ銀行 横浜中央支店(指定) 55,437,707
横浜銀行　県庁支店(本) 40,315,531
三菱UFJ信託銀行 本店営業部(本) 5,786,659

　退職給付引当資産
　合計

227,026,853

中野・広津基金引当
資産

　預金 定期預金
三菱UFJ信託銀行 本店営業部(本) 15,358,061

普通預金
三菱UFJ信託銀行 本店営業部(本) 15,920,400
横浜銀行　県庁支店(本) 5,888,003
三菱UFJ銀行 横浜中央支店(本) 3,520,000

　中野・広津基金
　引当資産合計

40,686,464

著作権資産 中野孝次等著作権 18,260,356

　その他の固定資産
　合計

18,260,356

固定資産合計 395,973,673

　　資産合計 460,865,835

(流動負債)
未払金 公益目的事業ほかに対する未払額 維持管理業務委託業務等に対する未払

い分
53,488,763

前受金 公益目的事業ほかに対する前受額 次年度事業収入に対する前受収入分 1,874,852

預り金 公益目的事業ほかに対する預り金 委託事業等に関する預かり分 4,380,526

流動負債合計 59,744,141

(固定負債)
退職給付引当金 従業員に対するもの 従業員の退職金の支払いに備えたもの 227,151,501

固定負債合計 227,151,501

　　負債合計 286,895,642

　　正味財産 173,970,193

その他の
固定資産

寄贈された中野孝次ほかの作品著作権
を資産管理したもの

４．財　産　目　録
令和６年３月31日現在

貸借対照表科目 場所・物質等

受贈した著作権資産による収益を基金
として運用し、法人事業等に資するた
めの財源に使用している。

従業員の退職金の支払いに備えて管理
している。

満期保有目的で保有し､運用益を主に
法人事業の財源として使用している｡
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１．重要な会計方針
（１）平成22年事業年度から「公益法人会計基準（平成20年4月11日、内閣府公益認定等委員

会）」を適用しています。
（２）有価証券の評価基準及び評価方法について
      有価証券…総平均法による原価法を採用しています。有価証券…総平均法による原価法を採用しています。
（３）棚卸資産の評価基準及び評価方法

（４）著作権について

（５）引当金の計上基準

（６）リース取引の処理方法

（７）消費税等の会計処理

２．基本財産、特定資産及びその他の固定資産の増減額及びその残高                　
基本財産、特定資産及びその他の固定資産の増減額及びその残高は次のとおりです。

 (単位 円)

前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

5,000,000 0 0 5,000,000
105,000,000 0 0 105,000,000
110,000,000 0 0 110,000,000

217,832,084 28,818,769 19,624,000 227,026,853
38,504,564 2,181,900 0 40,686,464

256,336,648 31,000,669 19,624,000 267,713,317

18,618,402 0 358,046 18,260,356
18,618,402 0 358,046 18,260,356

384,955,050 31,000,669 19,982,046 395,973,673

３．基本財産、特定資産及びその他の固定資産の財源等の内訳                　
基本財産、特定資産及びその他の固定資産の財源等の内訳は次のとおりです。

 (単位 円)

5,000,000 0 5,000,000 0
105,000,000 78,000,000 27,000,000 0

110,000,000 78,000,000 32,000,000 0

227,026,853 0 0 227,026,853
40,686,464 0 40,686,464 0

267,713,317 0 40,686,464 227,026,853

18,260,356 0 18,260,356 0
18,260,356 0 18,260,356 0

395,973,673 78,000,000 90,946,820 227,026,853

４．満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価格、時価及び評価損益
満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価格、時価及び評価損益は、次のとおりです。

 (単位 円)

10,000,000 9,991,460 △ 8,540
55,000,000 54,763,940 △ 236,060
20,000,000 19,592,620 △ 407,380
20,000,000 19,577,380 △ 422,620

105,000,000 103,925,400 △ 1,074,600

以　上

　

退職給付引当資産
中野・広津基金引当資産

小　　計
その他の固定資産

普通預金
投資有価証券

小　　計
特定資産

合　　計

神奈川県第218回公債

神奈川県第239回公債

著作権資産

帳簿価格 時　　価 評価損益

小　　計

合　　計

科　　　目

小　　計
合　　計

著作権資産

附属明細書

事業報告については附属明細書へ記述すべき該当事項がないので省略。また、特定資産の明細、引
当金の明細についても財務諸表の注記に記載をしているため、附属明細書への記載を省略。

（うち負債に対応す
る額）

基本財産

普通預金
投資有価証券

（うち指定正味財産
からの充当額）

（うち一般正味財産
からの充当額）

その他の固定資産

科　　　目 当期末残高

小　　計

小　　計

特定資産

退職給付引当資産
中野・広津基金引当資産

神奈川県第227回公債

神奈川県第246回公債

科　　　目

基本財産

５．財務諸表に対する注記

　　　商品・貯蔵品　先入先出法による低価法を採用しています。

　　　当法人に寄贈された中野孝次氏等著作権については当法人の重要資産の一部として、著
　　　作者別による一括評価方法を用いて、その他の固定資産として計上しています。

　　　消費税等の会計処理は税込み方式によっています。

　　　自己都合による期末退職給与の要支給額に相当する金額を計上しています。

    ア．所有権移転外ファイナンス・リース取引
　　　リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの以外のファイナンス・リース取
　　　引については、通常の売買取引に係る方法に準じた会計処理によっています。
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